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随 想

九州大学大型計算機センター広報教育委員会

委 員 長 広 田 栄 治

昭和30年 代 も初 期 の頃 、東 京大学物 理学 教室 で後 藤英 一 さ んがあ るフ ェ ライ トを用 いた素 子 を発明

され た。 これ はパ ラ メ トロン と名づ け られ 、パ ラ メ トロン計 算機PC-1を 生 み 出 したの で ある。 この

頃 は未 だ国産 の電 子 計算機 はな く、大 学 の研 究室 で い くつ かの計算 機 が試作 されて い たよ うであ る。

トラ ンジス ター も未 だ充分 開 発 されて お らず、真 空管 を用 い た計 算機 が作 られ た と きいて いる。 しか

し平均 寿 命1000時 間 の真 空管 を1000本 使 って計算機 を作 れ ば、毎 時間何 処 かの真 空管 を交換 しな けれ

ば な らず 、圏1疾はそれ程 で はなか っ たに して も結 局 モ ノにな らなか っ た様 で あ る。PC-1と その発展

であ るPC--2は これ に反 して非 常 に よ く働 い た。長 年手廻 しの卓上 計 算機 で 日々 を送 って いたわれ わ

れ に とって は正 に画 期的 なこ とであ った。 何 よ り印 象的 だっ たこ とは計算 ミスの ない こ とであ る。 ミ

スがな い とい うと一・寸 云いす ぎで、実際 は トラブル はひ んぱ んにあ っ たわけ であ るが、計 算機 の犯 す

ミスは 人間の それ と違 って桁 は ずれの ミスで ある場 合 が 多 く、容 易 に検 出で きたの で ある。(し か し

プ ロ グラム が複 雑化 して くる と、身か ら出 た錆 であ ろ うか、電 子計算機 か ら出 て きた計算 結果 を直 ち

に信 用 す るの は危険 にな って きた。 計算 の正 しさの チエ ックは何 時 に なって も厄 介 で あ る。)し か し

PC-1な どは、高橋 研究室 の方 々に は申 しわ けない が、研 究室 の ガラ クタ を集 め てで きた よ うな もの

(少 くとも外 観 は)で 、 それ だけ にその保守 には ずい分 苦労 され た こ とと拝 察 す る。

私 の属 す る物 理化 学 の分野 で は真 の理 論屋 はほ とん どいな い。 それ に反 して実 験 だ けに あ きたらな

い理 窟 っぽ い"計 算 屋 。が大 勢 い る。 大 型計 算機 セ ンター が全 国 にわ たって設 置 され 、FORTRANな

ど便 利 な言語 で誰 で も容 易 にプ ロ グラム を書 け る とな る と、 これ ら計 算屋 の研 究 テーマ は大 き く変 ら

ざ るをえ ない。 あ る基礎 方程 式 の近 似解 を出す(物 理 的意 味 を もっ て いる場 合 は別 と して)と いった

ことはほ とん ど意 味 が な くな って い る。 実験 屋 も計算 機 を使 うに あた って い くつ か戒 めが あ るよ うに

思 われ る。 え られ た実験 デー タの正 しい解析(た とえば最小 策 法 な ど)が 行 なえ るよ うにな ったの

はた しか に計 算機 のお かげ であ ろ う。実 験 の次 の ステ ップ を計画 す る に もきわめ て有効 で あ るこ とが

多い。 しか し計 算機 の迅 速 さ、正確 さ、切 味の よさに眩 惑 され て、実 験 自身 に対 す る配 慮 がお ろそか

にな りが ちで ある。 精度 の悪 いデー タをい くら計算機 にかけ て も有用 な情 報 は ひ き出せ な い。 実験 屋

に とって もっ と重要 なの は どの よ うな質 の実 験 をす るか とい うこ とで あろ う。 こ ・に実 験屋 と計算機

の も う一 つ の重要 な出 会 いが ある よ うに思 われ る。

例 を 自分 の専 門 に とっ て恐 縮 で あるが 、分光学 では シ グナ ル をディ ジ タル加 算 して感 度 を向上 して

い る し、 また スペ ク トル掃引 を計 算機 で コン トロー ル して分光器 の安 定度 を改 善 して い る。 これ らは

実験 屋 と計算 機 の重要 な出 会 い といえ よ う。 この種 の計算機 の利用 は今 後 も ど しど し開 発 され る こと

であ ろ う し、実験 屋 としては当然 考 え ておか なけれ ば な らない課題 で あ る。 この 面か ら考 えて行 くと、

七地 区 に分 れ た大 型計 算機 セ ンター とい うシステ ムはや ・牛 刀の感 が な くは ない。TSS-一 一つ に して



もわれ われ の実験 に直接 利 用 で きるの は未 だ大 分先 の こ とであ ろ う。 来 年 か らス ター トす る予定 の東

京大学 大型計 算機 セ ンター の新機種 の よ うに、計算機 のマ ンモ ス化 は便 利 に な る反面 、理学 研究 者 の

ささや か な希 望 か ら下 手 をす る と遠去 かって行 く恐 れ があり 、 この間隙 を うめ る有効 な方法 、 システ

ム を真 剣 に考 え るべ き時期 に 来て い るよ うに思 われ る。(Jan.8,1972)


